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地質調査所における海の調査研究活動の発展

一般に海底面海底面下の開発･利用にあたり海

底地形や地質などの究明カ揃提であり現に海底ケｰ

ブルの敷設海洋油田の開発海底トンネルの開きくた

どの場合にそれらが精力的に行なわれていることはよく

知られている.青函トンネノレ柱どの事例1こついて地質

ニュｰス第166号にも簡単にふれたカミこのような調査

の遂行には周到な準備高い技術水準多くの労力経

費を要することもまたよく知られている.

さて海洋全般に関する地形地質地球物理的注デ

ｰタ･情報･技術は1930年頃からとくに第2次大戦を

契機として急速にまた戦後の米･ソを中心とする先

駆諸国によって急激に蓄積･発展したとみられている､

その結果は海山海嶺海膨海底大断裂帯海洋底

地殻柾どの状況について地球科学的にショッキングたこ

とからカ基次女と明らかにされさらに海底における油

田板とはもちろんのことかなり深い海底における合金

属団塊(マンガン･ノジ皿一ル)燐酸塩鉱物などカ茎わ

れわれにとっての新しい価値として登場し真剣な検討

がなされていることはすでに耳新しいことではなく

なった.

水産気象海運荏とに関する一般海洋学および関連

業務の分野におけるわが国の実績や技術は国際的にみ

てトップレベルにあると思われるがここに問題とする

海域の地質や地下資源(とくに合金属団塊などの新資源)

に関する領域では前述の先駆諸国にくらべて全般的

に立ちおくれている,この格差は大陸棚の国際管理

の問題また最近マスコミの波にのって知れわたって

きた“海洋開発"“海洋産業"などへの基礎固めとし

ても早急にちぢめたけれぱならないだろう.

いうまでもなく海洋のよう狂広漠としたところでは

最近の探究淡急速に進んできたとはいえなおその実態

は｢暗黒地帯｣｢ニュｰ･フロンティア｣狂どの名に

ふさわしく未開拓でありその調査研究に国の果たすべ

き役割は格段に大きいものと考えられる.

令

地質調査所が今後海に関する業務を拡張･発展さ

せていこうとするときにまず今までの関係業務の足

跡をふりかえり実力についての検討問題点の抽出た

どを行なっておくことはむだではあるまい.

令

坊域俊躍

その足跡

戦後から現在までの約20年聞には一口にいってさ

まざまな調査研究カ茎曲折をへて継続されてきた.

その経過の概況主要テｰマを第1表および第2表と

してとりまとめてみたが通覧しての業務の傾向特徴

といったものを述べてみよう.まず･…

⑪地下資源の調査を中心とした出発･発展

戦中から終戦直後にかけての一時期は地下資源に結

びついた仕事の比重添とくに高く地質調査所自体も

一時は｢地下資源調査所｣と名前を変えたこと淋ある.

そして海域の調査も当時の経済社会状勢を強く反映して

海底炭剛こ関係したもの淋主となって出発している.

海底炭田の調査は北部北西九州語炭田宇部炭団に多

く関係し初期には地震探査沿岸部地質調査により

一部(常磐炭田坤)ではドレッジ調査がなされた.そ

の後(昭和31年頃)海底重力探査海底写真撮影島喚

の試すいなども加わり探査法も逐次多面的となっ

た.一方仕事の性格も個々の既知炭田の海底への

延長部についての調査から次第に広範にわたる炭田

相互の接しょう関係とかそれら來炭層相互の対比とか

それらによる新炭田発見の可能性の検討とかより巨視

的立場を重視したものへと変ぼうしている.

また海底炭鉱の炭田ガスの地質的考察も昭和33年以

降推進された.

海底油田ガス刷こ対する調査はわが国では昭和22

年頃に開始されたといわれるポ地質調査所においても

これと相前後しではじめられた.底質の採取その地

球化学的研究有孔虫群および貝類凝集の検討などによ

る堆積初生環境の研究を秋田沖新潟沖熊野灘あ

るいは汽水性環境の浜名湖などで継続的に実施してき

た.さらに昭和40年以降は｢構造性ガス調査研究｣

荏どの項目として新潟沖の長渕線の地震探査また新

潟沖能代沖での陸域との関連における空中磁気探査を

行なった.しかしその業務は国内における石油企業

体などの関係からおおむね基礎･研究的ないしは技

術開発的な観点からのものが大部分と狂?ている･

海底砂鉄の利用･採掘はいまのところ日本の特技�
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策1表海域

関係の業務

の推移
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である.これに関連した調査研究は昭和32年から

北海道噴火湾青森県下沖千葉県沖東京湾大分県

国東などを対象として進められた.その探査法は初

期の簡易表層サンプリング･試すい海底地形海況調

査磁気探査に加えて近くは音波探査や振動式表層

柱状サンプ皿シグ(八幡式バイブロ･ハンマｰによる)

が活用されている.そして日本沿岸部の海底砂鉄鉱

床の賦存その鉱物組成祖とのデｰタは年とともに蓄

積され探査技術もかなりのレベノレに到達した.

②地質｡構造地質学的分野などに関連した

業務の台頭

冒頭にも少しふれたように国内外の海の地質に対す

る分野の中には.陸棚およびその堆積物列島弧海谷

さらには深海底堆積物などさしあたっては地球科学

的立場から探究すべき問題も多い.これらは現在で

ほ地下資源部門とは直接的祖結びつきの薄いものもあ

るがきわめて重要でありこれらをもっていわゆる

“海洋地質"の主流とする見方もある.

以上めほかに少し毛色の変ったものとして海底珪石

(六号｢注目される大串海底珪箔鉱床の開発｣参照)の賦存状

況についての音波探査があるが海底地下資源の調査研

究カ茎石油(天然ガス)石炭砂鉄の3鉱種を軸とし

て進められてきたのはわか国の鉱業の動向とそれに

関する当所のあり方からして当然の帰結とみることカミ

できよう.

昭和37年それまでおもに地下資源調査を軸として

発展してきた地質調査所?学務の大部分は｢大陸棚地

質調査｣という研究項目だ統合され最初の転機を迎え

る.ここでは資源調査に用いられてきた手法経験を

生かし物理探査の新技術の適用を配して業務の最終

目標として｢海底地質図幅｣の作成がかかげられた.

そして大阪湾東京湾の音波探査などによる地下構造�
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第2表海域闘係業務の年度別実施件数(研究小項目)

一覧表(海外受託調査国際協力業務を除く)

＼

対象区分

調査研究年度昭和
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海底炭田

砂鉄等砂鉱

(鍵二稽属鉱物資)

海底油囲･ガス田

一般地質･地質構造調査

(麟鑛蟹ぐむ)

技

術

開

発

研

究

物理探査

沿岸等地質

物理探査

試すv'･サンプリ
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(婁)

地質･鉱物
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調査北九州沖の古第三系に関する調査表層堆積物の

研究などがすすみ昭和40年以降は｢地質構造の地球

物理的研究｣という項目による伊勢湾などの調査研究が

これに加わった.後に述べるように探査(調査)技

術の開発に関係した業務が独立した研究項目となり平

行してこれが推進された1時期(昭和40～42年)を経て

昭和43年度には再び海域関係の業務の大部分は｢大

陸棚の地質に関する研究｣という名で統括され第2の

転機が訪れる(第3表).

以上の性格の業務は海域に関する地質的構造地質

的ないしは地球物理的基礎面の強化をねらいとしたもの

であるが沿岸や内湾における土木等の応用地質分野�
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策3表

昭和43年度現在におけ

る海城関係の業務

研究項目

一物理探査新技術および広域深部探査

に関する研究

並大陸棚地質に関する研究

1)海底地質調査技術の研究

2)北酉九州の海域調査

3)海底炭田の地質調査研究

皿経常的研究その他

1)金属鉱床調査研究

2)石炭調査研究

3)石油調査研究

4)地形･測量技術の研究

5)杉原料物質調査研究

計

研究小項周

強力音波探査法の研究

海洋ショｰトボｰリニ/グ表層堆積物研究音波

･磁気探査沿岸等地質調査船位計測技術

音波探査島願地質調査

北西部九州炭固の地質総合研究重力探査(沿葎

陸上都)試すv･解析

海底鉱物資源

海底炭鉱炭団ガス海城燃料資源

初生窮境の研究

海底地形における動揺補正

ウラン鉱床の堆積機構の研究(中ノ海･宍道湖)

(轟簸の覇

(千円)

���

����

���
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����

㈶�

�㌀

��

㈲㌀

㈮�㌀

㌰��

備考

本研究項目の他の小項目

は陸域地質に関するもの

である

紀

本研究項肩の他の小項

周の大部分は陸域地質

に関するものである

地下資源分野の業務にも密接に関連することはもちろん

である.

③探査技術に関する研究の不断の発展

ここにいう探査技術とはサンプリング･試すい法

物理探査法などの個々の技術とそれらを総合して使用し

た場合のいわば調査体系(システム)等に関する技術と

の両面の意味がふくまれている.

このよう在技術研究の実施は地質調査所の場合に限

ったことではないが終戦直後から経常的研究あるい

は特別柱研究項目として推進され先導的役割を果たし

てきた.

さてその動向のうち最初の約10年間は物理探査法

に関係したものかほとんどで海洋調査に通常用いられ

る各種の方法(本誌の｢海洋開発と物理探査｣参照)につい

て行祖われた.しかし中でも地震探査法と音波探査

法(いわゆるボトム｡ソｰナの技術をふくむ)について

の測定方式とか探鉱法の基礎･理論面などの発展に

比較的多くの努力が傾注されたとみられる.最近では

空中磁気探査カミ軌道にのりまた地震探査などによるか

妊り深い海域の探査に関する実績も増加している沸潜

水調査船｢しんかい｣号の完成は物理探査技術にも耕し

い分野をきりひらくものと期待される.

やカミて10年遅れた昭和32年頃から海底砂鉄調査抵

とに関連しサンプリング技術船位計測技術の研究も

次第に本格化する.サンプリング･試すい法には多く

の様式のものが調査対象作業環境などに応じて国

内外において使用されている曲

地質調査所では海底表層堆積物の採取にはスナッ

パｰ型ドレッジ型(新野氏航走式)バイブロ･ノ･ン

マｰ荏どをまた基盤岩類の採取にはドレッジ型

(新野氏)浮船型を多く用いてきた.これらの諸型式

のうち設備･機器の試作などを行なって重点的に

研究をすすめてきたものは淳船型組立台船式の技術であ

る(地質ニュｰス第124号など参照).いうまでも注く

地質調査所の業務方式では当面浅尺のいわゆるショ

ｰト･ボｰリングの活用に期待がかけられている.

船位等の計測技術はサンプリングや物理探査を実施す

る場合にはその都度必要で陸上の地質調査のときとは

か拒り事情を異にしている.地質調査所では通常

のセキスタントによる計測も行なっているカミ音波探査

のように時々刻々と位置をかえる船位を追跡･計測する

ためカメラと連動するトランシットあるいは四方向同

時観測器を試作･使用しさらに最近はノ･イドロシス

トによるように狂った.位置計測の技術は移動中の目

標の計測離岸距離の増大などの要請から当然のこと

として光学的方式から電波方式へと衣カ重えを行なった.

以上の諾技術の大部分(｢物理探査新技術｣の研究項目1こよ

るものを除いて)は昭和40年度以降｢海底地質調査技術J

という研究テｰマに包括され北九州怖前面の響灘をモ

デル･フィｰルドとして一連の業務カミ推進されている.

ここでは個々の技術に関する開発研究とともに前記し

た意味での調査システムの検討が行桂われつつある.

つまり個々の技術相互の関連といわゆる海域についての

総合調査を均衡のとれた形で実施してゆく素地を固めよ

うとするものである.以下にその概況の一部について

ふれる.�
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対象海域:

北九州市前面の響灘海域

面積約500km2水深60m以浅

離岸距離約10km

実施項目:

音波および磁気探査約1400km

海底地形調査(毎2.5mコンタｰん･…)465k皿2(一部予定を

ふくむ)

海底表層堆積物採取(スナッバｰ型)約900点(同上)

組立台船式ショｰト･ポｰリングほか35孔(同上)

電波計測(ハイドロシストおよびセキスタント)物理探査

サンプリングと共同実施

対象海域の予想地質:

第四系(沖積層洪積層砂丘層をふくむ)

古第三系直方大辻芦屋層群

中生界関門層群

火成岩類玄武岩(第四紀)花筒岩類(中生代)

変成岩類三郡変成岩類(博多湾周辺の一部海域)

第1区および第2図は博多湾周辺における音波探査の

記録とその解釈図の1例であるがこの場合音波探査

は陸域島喚の既存資料あるいは炭鉱の海底採炭などか

らあらかじめ海域の地質が比較的高い精度で類推で

きる海域に対して実施されている.そして予想される

地層(岩層)の音波探査記録への表現を検討しさらに

.ショｰト･ボｰリングによってこれを確認する方式をと

った.このような音波探査の使用例は釧路炭田沖の調

査の場合にもみられるカミ将来ある対象海域を沖に向

って調査をすすめてゆくときに不可欠な基礎資料ともな

る.ここに述べる北九州海域研究の場合には上記実

施項目の進行の過程から筑豊宗像福岡議炭田の爽

炭古第三系の海域への延長部などについて従来不明

であった興味ある事実のいくつか(たとえば筑豊炭田堆

積盆の北限の問題)に曙光カミ投じられている.

このほか本研究では音波および磁気探査の同時観

測磁気探査記録方式組立台船式試すいの性能テスト
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高密度に側線を展開する場合の物理探査観測への電波

計測技術の利用などカ溌展･確立された.

④海域関係業務への国際性の増加

地質調査所の海域に関連する業務は昭和39年頃までは

もっぱら国内についてのもので占められていたがそ

の後逐次国外の調査技術指導的業務の増加をみた.

これらは｢海外受託調査｣｢国際経済協力関係費｣

｢貿易振興および経済協力費｣などにより当所の所員な

どによって行たわれているがその詳細は既刊の資料荏

どがたくさんあるのでここには従来の実施項目などを

列記して2･3を付言するにとどめる.

台湾北部沖炭田調査(主として音波･磁気探査昭和39･40年･

度)

カリマンタン石油調査(空中磁気探査昭和41年度)

フィリピン地質構造調査(空中磁気探査昭和42年度)

アジア渦海鉱物資源共同探査調整委員会(エカフェ)への参加

(昭和41年以降)

渦海探査集団研修ロｰスの開設(昭和42年度から)

国際協力による北酉太平洋地震探査(昭和39年度)

海外に関連した業務への進出は地質調査所における

いままでの技術経験に関する備蓄の海外への放出と浸

透であるカミ陸域地質についての場合と同様その成果

からのはねかえりは一面非常に大きなものがある.

今後目本の周辺海域の調査を公海枚とに向けて遠心的

に拡大してゆく場合には海外一とくに東南アジア海域

に関する海外業務は併行して拡張されることが望ま

しい.その場合の姿勢は受託調査とか協力事業とか

の半ば受動的なものから積極･能動的なものへと転ずる

裏カ主あろうと思われる.

今後に向けて

上に述べてきたごく木まかな検討たどをもととして

今後の業務の計画とか実施の際に関係してくると考えら

れる問題のいくつかを挙げてみよう.

⑪内湾沿岸型業務からの脱皮

とくに地下資源そのうちでも現在稼行価値をもつ

石油(天然ガス)石炭砂鉄の調査を軸に業務が出発

･展開されてきた経緯から従来の業務は調査海域の水

深離岸距離などの地理的位置および探査技術さらに物
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の考え方からしても内湾沿岸型のものカミ大部分とみら

れる.しかしこの傾向は経過から導かれた当然の帰

結の1つであってむしろ今後に業務を伸ばす場合の順

序としてはオｰソドックス荏歩みであったと考えてよか

ろう.またこのことは今後内湾沿岸部の調査研

究にはピリオドが打たれるべきだという意味でも決して

ない.

ここでは地下資源の調査を目的とする場合に限っても

沿岸から距離がのびかつ水深もかなり深く次り海

象海況条件もきびしくなる大陸棚同斜面さらに中～

深海域における調査研究をも可能とするよう抵技術体

制の整備を強調するわけである.従来は水深を例にと

れば大部分の業務が極浅海域(水深50m以浅)のもの

に限られていた.

このためにさしあたって考慮･検討されている技術

にはつぎのようなものカミ挙げられる.

･中～遠距離用電波計測に関する技術

･中～深海用音波探査などの物理探査技術

･陸棚部(水深200m程度まで)ショｰト･ボｰリング技術

･中～深海ドレッシングおよびその他のサンプリング技術

･水中テレビ潜水装置(潜水船をふくむ)等による直接海底

観察法とサンプリングの技術

②地下資源1二ついての視野の拡大

当然ではあるが国立機関としての立場から石油

(天然ガス)石炭砂鉄の3鉱種および現在は未稼行

の他の海底地下資源に対して現時点での稼行性を越え

た視野に立ち業務を進めてゆくのカ茎妥当である.

いうまでもなくこれは将来の探査法の発展海洋工

学に支えられての採取技術の進歩を予期したものである.

海底における砂鉱(重比重鉱物)については砂鉄をの

ぞき地質調査所では調査研究の経験カミほとんどないが

砂鉄の調査技術をもととしてさらに基礎的な研究を加

味すれば'今後業務を推進できる可能性は多分にある.

また類似の技術をもって海底珪砂珪石あるいは砂

礫などの建設材料資源の調査に向うこともさほど困難で

はあるまい.

冒頭にある中～深海底における合金属団塊燐酸塩鉱

物などについては本誌の8頁および15頁に述べられてい

るが準備期間を経て逐次本格的な調査研究を手がげ

てゆく予定である.

には合金属団塊の場合のように現在の陸域部ではほと

んどみられない特異な現出状態をもつものがある.こ

れらの探査や採取には従来地下資源についてわれわれカミ

もっている固定観念を捨ててかかる必要のあることは関

係者の多くからも指摘されている.

③調査研究に求められる総合性

地質調査所の海域関係業務は一たとえば地下資源に目

標をしぼって地質あるいは構造地質的荏目標をぬきにす

るといったような一偏向の強い形で行なうことはもは

や適切では狂いと思われる.その理由は上述の業務の

推移たどからまた元来地質構造地質匁とと鉱物

資源(鉱床)とを分断して別個に考えることは無意味

であるからである.

このような多目的性総合性のほかに目標へのアプ

ロｰチの手段としての探査法にも強く総合性が求めら

れる.国立機関としての業務の性格にはある一線淡

敷かれているが業務の結果は柾るべく多くの探査法か

らあげられたデｰタ･情報にもとづいてとりまとめる必

要がある.いうまでもなく海底地形調査に出発し→

ドレッジ柾どのサンプリング→各種物理探査→試すい→

それらにとも狂う室内研究粧とに終る一貫した調査体系

にもとづいて業務は運営されねばならない.われわ

れはこのような調査体系の育成に少なからず努力しま

だ不十分な点は多いが各種の専門家をもつ当所におい

てはこのよう注連けいカミ幸いにして可能である.

しかし探査技術については従来の業務の流れが示す

ようにとくに不断の研究カ主要請され海域業務の特性

から物理探査法と各種サンプリング技術のいっそうの進

展が重視される.今までやや空白状態にあった海域に

関する地球化学的調査研究は各種サンプリング技術の発

展をまってはじめて強化されることを付言したい.

いいかえればここにいう総合性とは地形学地質

学地球物理学および地球化学の海域における連けいを

意味している.

今後の問題と関係して重要狂ものは国内ぽ潟ける他

の調査機関(富1氏1学界)との業務の連けいをか調

整のこ&があり蜜た肝心な地質調査所の海域関係の

業務の将衆計画といったものもあるがこれらはっいて

はいずれ機会をみてふれていくことにしたい.

(筆者は燃料部)

以上のほかにも海域には現在未稼行ではあるが潜

在的価値をもついくつかの鉱物の賦存カ漁られその中�


